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今
次
の
東
北
地
方
、
わ
け
て
も
福
島
・
宮
城
兩
縣
が
受
け
た
冷
害
は
、
こ
と
の
外
嚴
し
く
、
速
か
に
し
て
適
切

な
る
對
策
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

更
に
、
今
日
の
我
國
農
政
は
幾
多
の
難
問
を
抱
へ
て
を
り
、
今
こ
の
機
會
に
、
政
府
が
勇
斷
を
以
つ
て
將
來
を

拓
く
農
政
の
基
本
を
定
め
る
こ
と
は
國
政
の
急
務
で
あ
る
。
仍
つ
て
政
府
の
見
解
を
質
し
た
い
。 

一 

冷
害
對
策
に
つ
い
て 

 
2 

既
融
資
、
各
種
資
金
に
つ
い
て
は
、
所
謂
金
利
引
下
げ
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
新
金
利
に
よ
る
借
替
の
措
置

を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
方
針
如
何
。 

1 

今
次
の
冷
害
に
つ
い
て
は
天
災
融
資
法
の
適
用
と
激
甚
災
の
指
定
を
一
日
も
早
く
す
る
必
要
が
あ
る
。 

之
に
關
す
る
方
針
と
作
業
日
程
を
問
ふ
。 

東
北
地
方
冷
害
に
附
き
政
府
の
對
策
と
農
政
の
基
本
政
策
に
關
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

農
政
の
基
本
に
つ
い
て 

2 

そ
の
見
通
に
責
任
が
も
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
際
、
耕
地
の
再
編
成
を
斷
行
し
新
た
な
る
營
農
指
針

を
確
立
し
て
示
す
べ
き
で
あ
る
。
如
何
。 

1 

「
米
等
の
減
反
政
策
に
今
後
幾
年
協
力
す
れ
ば
こ
れ
が
解
除
さ
れ
耕
作
が
復
元
出
來
る
の
か
」
と
の
農
家
の

切
な
る
疑
念
と
不
安
を
思
ふ
時
、
國
に
は
將
來
へ
の
確
た
る
見
通
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
之
を
示
さ
れ
た

い
。 

5 

救
農
建
設
事
業
の
必
要
を
認
め
る
か
。
方
針
如
何
。
そ
の
具
體
策
を
問
ふ
。 

4 

被
害
地
方
及
び
被
災
農
家
に
對
す
る
明
年
度
の
生
産
調
整(

減
反)

の
割
當
て
を
全
廢
若
く
は
緩
和
す
べ
き

で
あ
る
。
所
見
如
何
。 

3 
各
種
制
度
資
金
、
わ
け
て
も
無
利
子
、
無
擔
保
の
資
金
を
速
か
に
被
害
農
家
に
貸
附
の
道
を
開
く
べ
き
で

あ
る
。
方
針
如
何
。 

四 

 



 

 

五 

3 
農
作
物
の
自
由
化
を
要
求
す
る
ア
メ
リ
カ
等
の
圧
力
に
對
し
て
は
、
勇
氣
あ
る
對
應
を
要
す
る
。
ア
メ
リ

カ
大
統
領
の
選
擧
を
参
考
に
し
て
の
情
勢
と
そ
の
對
策
如
何
。 

4 

農
村
へ
の
工
場
進
出
の
情
況
と
政
府
の
爲
し
得
る
對
策
如
何
。 

5 

バ
イ
オ
農
業
に
つ
い
て
の
豫
想
と
對
策
如
何
。 

6 

小
・
中
・
高
な
ど
學
校
敎
育
の
中
に
農
業
は
い
か
に
敎
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。
食
事
の
作
法
等
も
誤
り
な
い

も
の
を
敎
育
す
べ
き
で
あ
る
。
方
針
如
何
。 

7 

高
校
に
お
け
る
農
業
科
の
現
状
を
報
告
し
、
將
來
へ
の
展
望
と
改
善
案
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


